
国営事業地区探訪

七
八
〇
㎥
／
秒
を
超
え
て

い
ま
す
。

│
そ
の
よ
う
な
歴
史
の

中
で
、
今
回
の
新
川
流
域

の
農
業
水
利
事
業
で
は
ど

の
よ
う
な
再
整
備
を
行
う

の
で
す
か
。

中
澤
所
長　

こ
の
西
蒲
原

地
域
で
は
、
強
制
的
に
排

水
を
行
う
排
水
機
場
等
を

整
備
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
二
年
度
か
ら
「
新
川
農
業
水

利
事
業
」、
昭
和
三
十
三
年
度
か
ら
「
鎧
潟
干
拓
事
業
」、

昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
「
新
川
二
期
農
業
水
利
事
業
」、

昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
「
西
蒲
原
排
水
農
業
水
利
事
業
」

が
相
次
い
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
本
事
業
所
が
実

施
し
て
い
る
事
業
は
、「
新
川
流
域
地
区
」、「
新
川
流
域

二
期
地
区
」
の
二
地
区
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
で
整
備

さ
れ
た
施
設
の
改
修
を
行
う
と
共
に
、
大
地
震
が
発
生
し

排
水
機
能
が
喪
失
さ
れ
た
場
合
、
農
業
生
産
だ
け
で
な
く

地
域
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

主
要
施
設
の
耐
震
化
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

かつて地域の中央にあった鎧潟より弥彦山を望む いずれも提供：西蒲原土地改良区

西蒲原地域排水系統図　

収穫した稲を田舟で運搬膝まで浸かっての農作業

排
水
改
良
の
長
い
歴
史

│
新
潟
平
野
が
今
日
の
よ
う
な
穀
倉
地
帯
に
な
る
に
は
、

長
い
排
水
改
良
の
歴
史
が
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

中
澤
所
長　

新
潟
平
野
は
信
濃
川
、
阿
賀
野
川
の
大
河
川

と
そ
の
支
流
が
長
い
年
月
を
か
け
て
越
後
山
脈
、
飯
豊
山

地
か
ら
の
運
ん
だ
土
砂
が
日
本
海
に
面
し
た
海
岸
砂
丘
帯

の
間
に
堆
積
し
て
で
き
た
平
野
で
す
。
こ
の
た
め
、
無
数

の
潟
湖
が
存
在
し
、
戦
前
は
、
上
越
線
に
乗
車
し
た
乗
客

の
目
に
は
、
新
潟
に
着
く
直
前
に
地
図
に
は
載
っ
て
い
な

い
巨
大
な
湖
（「
地
図
に
な
い
湖
」）
が
現
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。
私
ど
も
の
新
川
流
域
農
業
水
利
事
業
所
が
事
業
の

対
象
と
し
て
い
る
西
蒲
原
地
域
を
例
に
と
り
ま
す
と
、
約

三
万
五
千
ha
の
低
平
地
（
受
益
面
積
は
、
約
二
万
ha
）
の

う
ち
、
標
高
マ
イ
ナ
ス
一
・
五
m
か
ら
プ
ラ
ス
一
m
の
土

地
が
約
三
分
の
一
を
占
め
て
お
り
、
驚
異
的
に
水
は
け
の

悪
い
地
域
で
し
た
。

　

こ
の
劣
悪
な
状
況
を
克
服
す
る
た
め
西
蒲
原
地
域
で
は

江
戸
時
代
に
、
地
域
の
ほ
ぼ
中
央
に
排
水
路
と
し
て
新
川

の
開
削
が
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
内
務
省
に
よ
り

信
濃
川
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
（
大
河
津
分
水
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
潟
平
野
全
体
で
は
、
排
水
を
目
的
と
す
る
国

営
土
地
改
良
事
業
は
、
昭
和
十
六
年
に
着
工
し
た
「
阿
賀

野
川
地
区
」
を
皮
切
り
に
、
一
〇
を
超
え
る
排
水
事
業
、

干
拓
事
業
が
実
施
、
こ
の
こ
と
で
排
水
機
場
、
排
水
路
が

整
備
さ
れ
、
日
本
有
数
の
大
穀
倉
地
帯
に
変
貌
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
事
業
で
整
備
さ
れ
た
排
水
量
の
合
計
は
、

　昭和初期からの土地改良事業によって排水改良がなされ、新潟平野の米生産は飛躍的に拡大し
た。しかし、これらの施設でも老朽化が著しいことから、現在、新川流域地区及び二期地区に排
水機場等の主要施設の耐震化工事が進められているが、本プロジェクトの責任者である北陸農政
局新川流域農業水利事業所の中澤克彦所長と旧木山川排水機場建設工事を施工する大成建設株式
会社の萬谷宗彦所長にお話しを伺った。
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改修と耐震化を推進
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七
八
〇
㎥
／
秒
を
超
え
て

い
ま
す
。

│
そ
の
よ
う
な
歴
史
の

中
で
、
今
回
の
新
川
流
域

の
農
業
水
利
事
業
で
は
ど

の
よ
う
な
再
整
備
を
行
う

の
で
す
か
。

中
澤
所
長　

こ
の
西
蒲
原

地
域
で
は
、
強
制
的
に
排

水
を
行
う
排
水
機
場
等
を

整
備
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
二
年
度
か
ら
「
新
川
農
業
水

利
事
業
」、
昭
和
三
十
三
年
度
か
ら
「
鎧
潟
干
拓
事
業
」、

昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
「
新
川
二
期
農
業
水
利
事
業
」、

昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
「
西
蒲
原
排
水
農
業
水
利
事
業
」

が
相
次
い
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
本
事
業
所
が
実

施
し
て
い
る
事
業
は
、「
新
川
流
域
地
区
」、「
新
川
流
域

二
期
地
区
」
の
二
地
区
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
で
整
備

さ
れ
た
施
設
の
改
修
を
行
う
と
共
に
、
大
地
震
が
発
生
し

排
水
機
能
が
喪
失
さ
れ
た
場
合
、
農
業
生
産
だ
け
で
な
く

地
域
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

主
要
施
設
の
耐
震
化
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

かつて地域の中央にあった鎧潟より弥彦山を望む いずれも提供：西蒲原土地改良区

西蒲原地域排水系統図　

収穫した稲を田舟で運搬膝まで浸かっての農作業

排
水
改
良
の
長
い
歴
史

│
新
潟
平
野
が
今
日
の
よ
う
な
穀
倉
地
帯
に
な
る
に
は
、

長
い
排
水
改
良
の
歴
史
が
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

中
澤
所
長　

新
潟
平
野
は
信
濃
川
、
阿
賀
野
川
の
大
河
川

と
そ
の
支
流
が
長
い
年
月
を
か
け
て
越
後
山
脈
、
飯
豊
山

地
か
ら
の
運
ん
だ
土
砂
が
日
本
海
に
面
し
た
海
岸
砂
丘
帯

の
間
に
堆
積
し
て
で
き
た
平
野
で
す
。
こ
の
た
め
、
無
数

の
潟
湖
が
存
在
し
、
戦
前
は
、
上
越
線
に
乗
車
し
た
乗
客

の
目
に
は
、
新
潟
に
着
く
直
前
に
地
図
に
は
載
っ
て
い
な

い
巨
大
な
湖
（「
地
図
に
な
い
湖
」）
が
現
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。
私
ど
も
の
新
川
流
域
農
業
水
利
事
業
所
が
事
業
の

対
象
と
し
て
い
る
西
蒲
原
地
域
を
例
に
と
り
ま
す
と
、
約

三
万
五
千
ha
の
低
平
地
（
受
益
面
積
は
、
約
二
万
ha
）
の

う
ち
、
標
高
マ
イ
ナ
ス
一
・
五
m
か
ら
プ
ラ
ス
一
m
の
土

地
が
約
三
分
の
一
を
占
め
て
お
り
、
驚
異
的
に
水
は
け
の

悪
い
地
域
で
し
た
。

　

こ
の
劣
悪
な
状
況
を
克
服
す
る
た
め
西
蒲
原
地
域
で
は

江
戸
時
代
に
、
地
域
の
ほ
ぼ
中
央
に
排
水
路
と
し
て
新
川

の
開
削
が
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
内
務
省
に
よ
り

信
濃
川
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
（
大
河
津
分
水
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
潟
平
野
全
体
で
は
、
排
水
を
目
的
と
す
る
国

営
土
地
改
良
事
業
は
、
昭
和
十
六
年
に
着
工
し
た
「
阿
賀

野
川
地
区
」
を
皮
切
り
に
、
一
〇
を
超
え
る
排
水
事
業
、

干
拓
事
業
が
実
施
、
こ
の
こ
と
で
排
水
機
場
、
排
水
路
が

整
備
さ
れ
、
日
本
有
数
の
大
穀
倉
地
帯
に
変
貌
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
事
業
で
整
備
さ
れ
た
排
水
量
の
合
計
は
、

　昭和初期からの土地改良事業によって排水改良がなされ、新潟平野の米生産は飛躍的に拡大し
た。しかし、これらの施設でも老朽化が著しいことから、現在、新川流域地区及び二期地区に排
水機場等の主要施設の耐震化工事が進められているが、本プロジェクトの責任者である北陸農政
局新川流域農業水利事業所の中澤克彦所長と旧木山川排水機場建設工事を施工する大成建設株式
会社の萬谷宗彦所長にお話しを伺った。
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つ
と
い
う
の
に
い
た
る
と
こ
ろ
に
震
災
の
爪
痕
が
生
々
し

く
残
っ
て
お
り
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
沢
山
の
仮
設
住
宅

が
林
立
し
、
地
元
の
方
々
は
不
自
由
な
生
活
を
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
す
。

│
こ
の
建
設
工
事
の
特
徴
や
難
し
い
点
は
、
ど
の
よ
う

な
点
に
あ
り
ま
す
か
。

萬
谷
所
長　

旧
木
山
川
排
水
機
場
建
設
工
事
は
、
昭
和

三
十
三
年
に
建
設
さ
れ
た
第
一
排
水
機
場
の
老
朽
化
に
伴

う
更
新
工
事
で
、
工
事
の
進
め
方
が
非
常
に
難
し
い
工
事

で
す
。
工
事
を
進
め
る
う
え
で
留
意
す
る
べ
き
課
題
と
し

て
、
次
の
三
点
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
点
目
は
、
既
設
の
排
水
機
場
を
常
に
稼
働
さ
せ
な
が

ら
新
し
い
排
水
機
場
建
設
の
施
工
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
で
す
。
供
用
中
の
排
水
機
場
に
対
し
て
、
工
事
に

よ
る
振
動
等
の
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
工
事
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
木
山
川
と
新
川
の
水
位
差
は
通
常

一
・
五
m
程
あ
り
ま
す
（
流
入
先
の
新
川
の
水
位
の
方
が

高
い
）
が
、
旧
木
山
川
排
水
機
場
が
常
時
稼
働
し
て
い
る

お
か
げ
で
、
こ
の
地
域
の
農
業
生
産
や
生
活
環
境
の
安
全

が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
排
水
機
場
の
運
転
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
に
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

二
点
目
と
し
て
、
本
排
水
機
場
に
隣
接
す
る
新
川
も
木

山
川
も
二
級
河
川
で
あ
り
、
非
出
水
期
（
十
月
〜
五
月
）

の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
河
川
内
の
工
事
を
終
わ
ら
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
す
。
こ
の
時
期
の
新
潟
の
天
候
は

不
安
定
で
あ
る
た
め
、
工
事
の
進
捗
管
理
が
非
常
に
難
し

い
も
の
と
な
り
ま
す
。
新
設
す
る
排
水
機
場
本
体
か
ら
ポ

ン
プ
で
く
み
上
げ
た
水
を
河
川
に
放
流
す
る
箇
所
に
設
け

る
構
造
物
で
あ
る
樋
門
を
構
築
す
る
た
め
に
は
川
の
水
を

仮
締
切
で
せ
き
止
め
た
う
え
で
工
事
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
仮
締
切
に
お
い
て
万
一
出
水
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
、
非
出
水
期
内
に
計
画
通
り
樋
門
工
事
が
完
了
で

き
な
く
な
り
、
新
設
排
水
機
場
の
供
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

三
点
目
は
、
本
排
水
機
場
建
設
工
事
に
は
当
社
が
請
け

負
っ
て
い
る
土
木
・
建
築
工
事
だ
け
で
な
く
、
ポ
ン
プ
や

ゲ
ー
ト
・
除
塵
機
等
の
施
設
機
械
工
事
も
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
と
の
綿
密
な
調
整
が
必
要
だ
と
い
う
点

で
す
。
狭
い
排
水
機
場
用
地
の
中
で
、
各
々
の
施
設
機
械

工
事
と
如
何
に
調
整
、
連
携
を
と
っ
て
安
全
に
か
つ
効
率

的
に
工
事
を
進
め
て
い
く
か
が
新
設
排
水
機
場
の
供
用
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
守
る
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

仮
設
計
画
の
入
念
な
検
討

│
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

萬
谷
所
長　

一
点
目
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
鋼
矢
板
打
設

に
起
動
・
停
止
時
の
振
動
を
極
力
抑
え
る
ゼ
ロ
バ
イ
ブ
ロ

工
法
の
採
用
や
振
動
伝
播
を
抑
制
す
る
設
備
を
設
置
す
る

と
共
に
、
振
動
測
定
や
沈
下
測
定
を
定
期
的
に
行
っ
て
既

設
排
水
機
場
の
運
転
に
影
響
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が

ら
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工
事
に
よ
り
排
水
機

場
の
運
転
管
理
作
業
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
や
ゴ
ミ
な
ど
の
飛
散
が
無
い
よ
う
に
も
日
々
留
意
し
て

い
ま
す
。

　

二
点
目
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
設
計
図
面
が
現
地
と
異

な
る
こ
と
が
あ
り
、
作
業
状
況
に
よ
っ
て
は
、
変
更
対
応

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
本
工
事
に
お
い
て
は
、
仮
締

切
工
の
出
来
が
工
程
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
、
当

現
場
で
は
本
社
・
支
店
を
交
え
て
様
々
な
角
度
か
ら
問
題

点
を
抽
出
し
、
そ
の
対
策
を
検
討
し
て
施
工
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。
確
実
な
仮
締
切
を
計
画
す
る
に
は
河
川
内
の

現
況
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
第
一
排
水

樋
門
工
事
で
は
、
河
川
内
の
既
設
護
岸
形
状
や
支
障
物
位

置
な
ど
の
不
明
確
な
箇
所
を
詳
細
に
調
査
し
て
、
仮
締
切

計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
仮
締
切
工

に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
、
非
出
水
期

内
で
第
一
排
水
樋
門
工
事
を
完
了
で
き
る
予
定
で
す
。

　

三
点
目
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
施
設
機
械
の
工
事
内
容

を
よ
く
理
解
し
、
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

て
こ
の
排
水
機
場
工
事
全
体
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。
国
営
事
業
所
様
の
協
力
を
得
て
、
施

設
機
械
工
事
の
始
ま
る
数
ヶ
月
前
か
ら
月
間
工
程
会
議
等

で
工
程
調
整
や
施
工
ヤ
ー
ド
を
ど
う
す
る
か
な
ど
を
打
合

せ
し
て
い
ま
す
。
施
設
機
械
工
事
施
工
中
は
、
毎
日
の
工

事
打
合
わ
せ
や
朝
礼
を
当
工
事
と
一
緒
に
行
い
、
互
い
の

作
業
内
容
、
施
工
エ
リ
ア
、
安
全
通
路
を
作
業
員
全
員
に

周
知
し
て
、
互
い
に
安
全
で
作
業
し
や
す
い
環
境
を
作
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
施
設
機
械
工
事
業
者
の
方
々
の
積

極
的
な
協
力
も
あ
り
、
よ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

│
旧
木
山
川
排
水
機
場
の
建
設
工
事
は
、
全
体
事
業
計

画
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
る
の
で
す
か
。

中
澤
所
長　

本
機
場
は
、「
新
川
農
業
水
利
事
業
」
で
地

域
の
小
規
模
な
三
機
場
を
統
合
し
建
設
さ
れ
た
（
第
一
排

水
機
場
）
も
の
で
す
が
、
排
水
能
力
の
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
「
新
川
二
期
農
業
水
利
事
業
」
及
び
「
西
蒲
原
排
水
農

業
水
利
事
業
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
敷
地
内
に
機
場
が
増

設
さ
れ
て
い
ま
す
（
第
二
機
場
、
第
三
機
場
）。

　

本
事
業
「
新
川
流
域
二
期
事
業
」
で
は
、
第
一
機
場
に

つ
い
て
機
能
診
断
を
行
っ
た
結
果
、
昭
和
三
十
三
年
よ
り

稼
働
し
て
い
る
ポ
ン
プ
設
備
の
農
地
の
地
盤
沈
下
に
伴
う

吐
出
能
力
の
低
下
、
土
木
構
造
物
基
礎
の
不
同
沈
下
及
び

建
屋
の
経
年
劣
化
に
よ
る
鉄
骨
腐
食
等
に
よ
り
構
造
的
に

危
険
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
面
更
新
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
本
工
事
は
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
今
後

の
第
二
、
第
三
機
場
の
更
新
を
見
通
し
、
工
事
期
間
中
の

管
理
を
見
据
え
た
上
で
、
定
め
ら
れ
た
位
置
に
第
一
期
工

事
と
し
て
第
一
機
場
を
新
し
く
建
設
、
更
新
す
る
も
の
で

す
。

稼
働
さ
せ
な
が
ら
の
排
水
機
場
の
改
修

│
今
回
、
こ
の
建
設
工
事
に
大
成
建
設
の
萬
谷
所
長
が

現
場
の
責
任
者
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
萬
谷

所
長
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
工
事
現
場
を
経
験
さ
れ
て

き
た
の
で
す
か
。

萬
谷
所
長　

私
は
昭
和
六
十
年
に
大
成
建
設
に
入
社
し
、

三
〇
年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
現
場
で

過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
東
京
支
店
に
始
ま
り
、
千

葉
、
埼
玉
県
な
ど
の
首
都
圏
を
中
心
に
下
水
処
理
場
や
浄

水
場
な
ど
の
地
下
構
造
物
工
事
や
工
場
跡
地
を
再
開
発
す

る
土
地
造
成
工
事
な
ど
の
様
々
な
明
か
り
工
事
を
経
験
し

て
き
ま
し
た
。
地
下
構
造
物
工
事
で
は
、
稼
働
中
の
下
水

処
理
場
や
浄
水
場
の
中
で
施
設
拡
張
の
増
設
工
事
を
経
験

し
ま
し
た
。
土
地
造
成
工
事

で
は
、
汚
染
土
壌
、
不
法
投

棄
廃
棄
物
の
処
理
や
工
場
跡

の
埋
設
構
造
物
撤
去
を
適
正

に
行
い
な
が
ら
道
路
、
排
水

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
二
十
四
年

か
ら
宮
城
県
で
東
日
本
大
震

災
の
復
興
工
事
に
携
わ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
震
災
で
被
災

さ
れ
た
方
々
の
住
宅
再
建
の

た
め
の
宅
地
造
成
工
事
で
し

た
。
赴
任
し
て
被
災
地
の
現

状
に
は
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。

大
震
災
発
生
か
ら
一
年
半
経

工事着手前の旧木山川排水機場（平成27年10月撮影）

工事施工中の旧木山川排水機場（平成29年 2 月撮影）

工事施工中の旧木山川排水機場（平成29年 2 月木山川上流より撮影）
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つ
と
い
う
の
に
い
た
る
と
こ
ろ
に
震
災
の
爪
痕
が
生
々
し

く
残
っ
て
お
り
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
沢
山
の
仮
設
住
宅

が
林
立
し
、
地
元
の
方
々
は
不
自
由
な
生
活
を
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
す
。

│
こ
の
建
設
工
事
の
特
徴
や
難
し
い
点
は
、
ど
の
よ
う

な
点
に
あ
り
ま
す
か
。

萬
谷
所
長　

旧
木
山
川
排
水
機
場
建
設
工
事
は
、
昭
和

三
十
三
年
に
建
設
さ
れ
た
第
一
排
水
機
場
の
老
朽
化
に
伴

う
更
新
工
事
で
、
工
事
の
進
め
方
が
非
常
に
難
し
い
工
事

で
す
。
工
事
を
進
め
る
う
え
で
留
意
す
る
べ
き
課
題
と
し

て
、
次
の
三
点
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
点
目
は
、
既
設
の
排
水
機
場
を
常
に
稼
働
さ
せ
な
が

ら
新
し
い
排
水
機
場
建
設
の
施
工
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
で
す
。
供
用
中
の
排
水
機
場
に
対
し
て
、
工
事
に

よ
る
振
動
等
の
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
工
事
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
木
山
川
と
新
川
の
水
位
差
は
通
常

一
・
五
m
程
あ
り
ま
す
（
流
入
先
の
新
川
の
水
位
の
方
が

高
い
）
が
、
旧
木
山
川
排
水
機
場
が
常
時
稼
働
し
て
い
る

お
か
げ
で
、
こ
の
地
域
の
農
業
生
産
や
生
活
環
境
の
安
全

が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
排
水
機
場
の
運
転
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
に
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

二
点
目
と
し
て
、
本
排
水
機
場
に
隣
接
す
る
新
川
も
木

山
川
も
二
級
河
川
で
あ
り
、
非
出
水
期
（
十
月
〜
五
月
）

の
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
河
川
内
の
工
事
を
終
わ
ら
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
す
。
こ
の
時
期
の
新
潟
の
天
候
は

不
安
定
で
あ
る
た
め
、
工
事
の
進
捗
管
理
が
非
常
に
難
し

い
も
の
と
な
り
ま
す
。
新
設
す
る
排
水
機
場
本
体
か
ら
ポ

ン
プ
で
く
み
上
げ
た
水
を
河
川
に
放
流
す
る
箇
所
に
設
け

る
構
造
物
で
あ
る
樋
門
を
構
築
す
る
た
め
に
は
川
の
水
を

仮
締
切
で
せ
き
止
め
た
う
え
で
工
事
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
仮
締
切
に
お
い
て
万
一
出
水
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
、
非
出
水
期
内
に
計
画
通
り
樋
門
工
事
が
完
了
で

き
な
く
な
り
、
新
設
排
水
機
場
の
供
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

三
点
目
は
、
本
排
水
機
場
建
設
工
事
に
は
当
社
が
請
け

負
っ
て
い
る
土
木
・
建
築
工
事
だ
け
で
な
く
、
ポ
ン
プ
や

ゲ
ー
ト
・
除
塵
機
等
の
施
設
機
械
工
事
も
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
と
の
綿
密
な
調
整
が
必
要
だ
と
い
う
点

で
す
。
狭
い
排
水
機
場
用
地
の
中
で
、
各
々
の
施
設
機
械

工
事
と
如
何
に
調
整
、
連
携
を
と
っ
て
安
全
に
か
つ
効
率

的
に
工
事
を
進
め
て
い
く
か
が
新
設
排
水
機
場
の
供
用
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
守
る
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

仮
設
計
画
の
入
念
な
検
討

│
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

萬
谷
所
長　

一
点
目
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
鋼
矢
板
打
設

に
起
動
・
停
止
時
の
振
動
を
極
力
抑
え
る
ゼ
ロ
バ
イ
ブ
ロ

工
法
の
採
用
や
振
動
伝
播
を
抑
制
す
る
設
備
を
設
置
す
る

と
共
に
、
振
動
測
定
や
沈
下
測
定
を
定
期
的
に
行
っ
て
既

設
排
水
機
場
の
運
転
に
影
響
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が

ら
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工
事
に
よ
り
排
水
機

場
の
運
転
管
理
作
業
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
や
ゴ
ミ
な
ど
の
飛
散
が
無
い
よ
う
に
も
日
々
留
意
し
て

い
ま
す
。

　

二
点
目
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
設
計
図
面
が
現
地
と
異

な
る
こ
と
が
あ
り
、
作
業
状
況
に
よ
っ
て
は
、
変
更
対
応

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
本
工
事
に
お
い
て
は
、
仮
締

切
工
の
出
来
が
工
程
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
、
当

現
場
で
は
本
社
・
支
店
を
交
え
て
様
々
な
角
度
か
ら
問
題

点
を
抽
出
し
、
そ
の
対
策
を
検
討
し
て
施
工
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。
確
実
な
仮
締
切
を
計
画
す
る
に
は
河
川
内
の

現
況
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
第
一
排
水

樋
門
工
事
で
は
、
河
川
内
の
既
設
護
岸
形
状
や
支
障
物
位

置
な
ど
の
不
明
確
な
箇
所
を
詳
細
に
調
査
し
て
、
仮
締
切

計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
仮
締
切
工

に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
、
非
出
水
期

内
で
第
一
排
水
樋
門
工
事
を
完
了
で
き
る
予
定
で
す
。

　

三
点
目
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
施
設
機
械
の
工
事
内
容

を
よ
く
理
解
し
、
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

て
こ
の
排
水
機
場
工
事
全
体
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。
国
営
事
業
所
様
の
協
力
を
得
て
、
施

設
機
械
工
事
の
始
ま
る
数
ヶ
月
前
か
ら
月
間
工
程
会
議
等

で
工
程
調
整
や
施
工
ヤ
ー
ド
を
ど
う
す
る
か
な
ど
を
打
合

せ
し
て
い
ま
す
。
施
設
機
械
工
事
施
工
中
は
、
毎
日
の
工

事
打
合
わ
せ
や
朝
礼
を
当
工
事
と
一
緒
に
行
い
、
互
い
の

作
業
内
容
、
施
工
エ
リ
ア
、
安
全
通
路
を
作
業
員
全
員
に

周
知
し
て
、
互
い
に
安
全
で
作
業
し
や
す
い
環
境
を
作
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
施
設
機
械
工
事
業
者
の
方
々
の
積

極
的
な
協
力
も
あ
り
、
よ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

│
旧
木
山
川
排
水
機
場
の
建
設
工
事
は
、
全
体
事
業
計

画
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
る
の
で
す
か
。

中
澤
所
長　

本
機
場
は
、「
新
川
農
業
水
利
事
業
」
で
地

域
の
小
規
模
な
三
機
場
を
統
合
し
建
設
さ
れ
た
（
第
一
排

水
機
場
）
も
の
で
す
が
、
排
水
能
力
の
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
「
新
川
二
期
農
業
水
利
事
業
」
及
び
「
西
蒲
原
排
水
農

業
水
利
事
業
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
敷
地
内
に
機
場
が
増

設
さ
れ
て
い
ま
す
（
第
二
機
場
、
第
三
機
場
）。

　

本
事
業
「
新
川
流
域
二
期
事
業
」
で
は
、
第
一
機
場
に

つ
い
て
機
能
診
断
を
行
っ
た
結
果
、
昭
和
三
十
三
年
よ
り

稼
働
し
て
い
る
ポ
ン
プ
設
備
の
農
地
の
地
盤
沈
下
に
伴
う

吐
出
能
力
の
低
下
、
土
木
構
造
物
基
礎
の
不
同
沈
下
及
び

建
屋
の
経
年
劣
化
に
よ
る
鉄
骨
腐
食
等
に
よ
り
構
造
的
に

危
険
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
面
更
新
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
本
工
事
は
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
今
後

の
第
二
、
第
三
機
場
の
更
新
を
見
通
し
、
工
事
期
間
中
の

管
理
を
見
据
え
た
上
で
、
定
め
ら
れ
た
位
置
に
第
一
期
工

事
と
し
て
第
一
機
場
を
新
し
く
建
設
、
更
新
す
る
も
の
で

す
。

稼
働
さ
せ
な
が
ら
の
排
水
機
場
の
改
修

│
今
回
、
こ
の
建
設
工
事
に
大
成
建
設
の
萬
谷
所
長
が

現
場
の
責
任
者
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
萬
谷

所
長
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
工
事
現
場
を
経
験
さ
れ
て

き
た
の
で
す
か
。

萬
谷
所
長　

私
は
昭
和
六
十
年
に
大
成
建
設
に
入
社
し
、

三
〇
年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
現
場
で

過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
東
京
支
店
に
始
ま
り
、
千

葉
、
埼
玉
県
な
ど
の
首
都
圏
を
中
心
に
下
水
処
理
場
や
浄

水
場
な
ど
の
地
下
構
造
物
工
事
や
工
場
跡
地
を
再
開
発
す

る
土
地
造
成
工
事
な
ど
の
様
々
な
明
か
り
工
事
を
経
験
し

て
き
ま
し
た
。
地
下
構
造
物
工
事
で
は
、
稼
働
中
の
下
水

処
理
場
や
浄
水
場
の
中
で
施
設
拡
張
の
増
設
工
事
を
経
験

し
ま
し
た
。
土
地
造
成
工
事

で
は
、
汚
染
土
壌
、
不
法
投

棄
廃
棄
物
の
処
理
や
工
場
跡

の
埋
設
構
造
物
撤
去
を
適
正

に
行
い
な
が
ら
道
路
、
排
水

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
二
十
四
年

か
ら
宮
城
県
で
東
日
本
大
震

災
の
復
興
工
事
に
携
わ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
震
災
で
被
災

さ
れ
た
方
々
の
住
宅
再
建
の

た
め
の
宅
地
造
成
工
事
で
し

た
。
赴
任
し
て
被
災
地
の
現

状
に
は
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。

大
震
災
発
生
か
ら
一
年
半
経

工事着手前の旧木山川排水機場（平成27年10月撮影）

工事施工中の旧木山川排水機場（平成29年 2 月撮影）

工事施工中の旧木山川排水機場（平成29年 2 月木山川上流より撮影）
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i

－

I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
」
と
称
し
て
推
進
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
当
現
場
で
は
現
場
測
量
を
一

人
で
行
え
る
T

－

M
a
r
k
・
N
a
v
i
を
い
ち
早
く
導

入
し
て
現
場
職
員
の
現
場
滞
在
時
間
の
短
縮
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
現
場
職
員
の
休
日
予
定
を
現
場
事
務
所
の

予
定
表
に
「
見
え
る
化
」
し
、
業
務
効
率
を
ア
ッ
プ
し
て

確
実
に
休
日
を
取
得
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
員
に
は
ま
だ
日
給
月
給
の
人
も
多
く
、
休
日
の
増

加
が
収
入
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
離
職
者
が
増
え
る
要
因

に
な
り
ま
す
。
建
設
現
場
を
し
っ
か
り
と
休
日
の
と
れ
る

魅
力
あ
る
職
場
に
す
る
に
は
、
現
場
の
休
日
を
増
や
し
、

作
業
員
の
収
入
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
如
何
に
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

働
き
方
改
革
へ
の
発
注
者
の
理
解

│
受
注
者
が
「
働
き
方
改
革
」
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、

発
注
者
の
理
解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
時
間
的
に
余
裕
の
な

い
資
料
や
書
類
作
成
を
指
示
さ
れ
て
は
、
残
業
も
な
く
な

り
ま
せ
ん
。
国
営
事
業
所
の
中
で
は
、
受
注
者
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
配
慮
を
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
か
。

中
澤
所
長　

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
定

期
的
な
会
議
と
適
時
適
切
な
打
合
せ
に
よ
る
情
報
共
有
に

心
が
け
て
い
ま
す
。
所
内
に
お
い
て
は
、
更
に
現
場
技
術

員
を
増
員
し
資
料
や
書
類
の
作
成
や
現
場
確
認
を
行
っ
て

い
ま
す
。
受
注
者
の
皆
さ
ん
へ
は
、
変
更
図
面
の
修
正
な

ど
に
つ
い
て
調
査
設
計
業
務
を
お
願
い
し
、
双
方
の
残
業

が
減
る
よ
う
業
務
の
平
準
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
我
々
国
営
事
業
所
側
に
お
い
て
も
、
残
業
が
多

く
な
り
が
ち
で
「
働
き
方
改
革
」
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
局
か
ら
も
、
双
方
が
残
業
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
事
業
促
進
等
業
務
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
活
用
を

指
導
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
余
裕
の
あ
る
積
算
、
発

注
、
工
期
、
施
工
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

│
是
非
と
も
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
頂
い
て
、

発
注
者
・
受
注
者
の
双
方
の
「
働
き
方
改
革
」
が
実
現
で

き
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
本
日
は
、
長
時
間
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　昭和38年奈良県吉野町生まれ。
　昭和60年広島大学工学部を卒業後、同年
大成建設株式会社入社。入社後、東京、千葉、
埼玉、神奈川県の首都圏において、浄水場・
下水処理場・地下駐車場等の地下構造物工事
や宅地造成工事を多く経験した。その後、平
成24年から東北支店の宮城県で東日本大震
災復興のための宅地造成工事に3年間携わる。
　千葉市に家族を残しての単身赴任。趣味は
史跡巡り。中でも城郭と日光東照宮が好きで
赴任先での休日を利用して史跡めぐりをして
いる。

PROFILE

PROFILE

　昭和34年愛知県名古屋市生まれ。
　昭和57年三重大学農学部を卒業後、農林
水産省に入省。これまでに、農林水産本省の
他、国土庁、北海道開発局、東北、関東、東
海、九州各農政局の事業所、農村工学研究所
（現農研機構農村工学研究部門）他に勤務。
またJICAの長期専門家として、中国・北京、
バングラデシュ・ダッカに約2年ずつ滞在。
前職は、東海農政局の土地改良技術事務所長。

中
なか

澤
ざわ

　克
かつ

彦
ひこ

 所長

新川流域農業水利事業所

萬
まん

谷
たに

　宗
むね

彦
ひこ

 所長

大成建設株式会社
旧木山川排水機場建設工事作業所

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

│
是
非
と
も
立
派
な
工
事
に
仕
上
げ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
さ
て
、
最
近
「
働
き
方
改
革
」
が
唱
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
国
営
事
業
所
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

中
澤
所
長　
「
働
き
方
改
革
」
の
一
環
と
し
て
主
に
三
点

の
試
行
を
考
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
「
適
切
な
工
期
の
確
保
等
を
踏
ま
え
た
国
庫
債

務
負
担
行
為
の
一
層
の
活
用
」（
H
二
十
七
・
三
・
三
〇
事

務
連
絡
）
と
し
て
、
工
事
の
①
早
期
発
注
、
②
工
期
の
余

裕
等
の
弾
力
化
、
③
国
債
の
活
用
、
④
繰
越
制
度
の
活
用

等
に
よ
り
、
適
切
な
工
期
の
確
保
に
努
め
て
き
て
い
ま
す
。

　

次
に
、「
土
日
完
全
休
工
を
促
進
す
る
モ
デ
ル
工
事
の

試
行
」（
H
二
十
九
・
二
・
二
〇
事
務
連
絡
）
と
し
て
、
土

曜
日
、
日
曜
日
、
祝
・
祭
日
等
を
工
事
期
間
中
の
休
業
日

と
し
て
確
保
し
た
り
一
層
の
適
切
な
工
期
の
設
定
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
番
目
は
、「
女
性
も
働
き
や
す
い
現
場
環
境
の
整
備

を
促
進
す
る
試
行
」（
H
二
十
九
・
三
・
一
四
事
務
連
絡
）

と
し
て
、
男
女
別
ト
イ
レ
、
更
衣
室
の
設
置
や
施
錠
、
消

臭
整
備
な
ど
、
女
性
が
気
遣
い
す
る
こ
と
の
な
い
現
場
環

境
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

T
A
Ⅰ
S
E
Ⅰ　

i 

-

Ⅰ
n
n
o
v
a
t
i
o
n

│
建
設
現
場
は
工
期
と
の
戦
い
で
す
が
、
若
い
担
い
手

を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と
休
日
が
取
れ
る
よ

う
な
職
場
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
現
場
で

の
取
り
組
み
は
い
か
が
で
す
か
。

萬
谷
所
長　

働
き
方
改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
動
き
が
私
た
ち
建
設
業
界
の
中
か
ら
も
出
て
き
て
い

ま
す
。
し
っ
か
り
と
休
日
が
取
れ
る
職
場
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
若
い
担
い
手

が
集
ま
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

当
現
場
は
、
非
出

水
期
の
限
ら
れ
た
期

間
で
河
川
工
事
を
完

了
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
や
新
潟
特

有
の
冬
期
の
天
候
の

不
安
定
さ
も
あ
っ
て

週
休
二
日
制
は
出
来

て
い
ま
せ
ん
が
、
日

曜
日
は
必
ず
休
日
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
休
暇

を
長
め
に
取
っ
た
り
、

工
程
の
節
目
の
土
曜

日
を
休
日
に
し
て
休

日
を
増
や
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
第
一
排
水
樋
門

工
事
の
工
程
に
見
通
し
が
つ
き
ま
し
た
の
で
、
四
月
か
ら

は
月
二
回
の
土
休
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
現
場
を
魅
力
あ
る
職
場
に
す
る
た
め
に
は
、
週
休

二
日
制
と
残
業
時
間
上
限
六
〇
時
間
／
月
と
す
る
働
き
方

改
革
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に

は
生
産
性
の
向
上
が
不
可
欠
で
す
。
当
社
で
は
生
産
性

向
上
と
技
術
革
新
へ
の
取
組
み
を
「
T
A
I
S
E
I　「T-Mark.Navi」についての新聞記事 出典：日刊建設産業新聞（2016.6.24朝刊）
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現
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一
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え
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現
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員
の
現
場
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在
時
間
の
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ま
す
。
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、
現
場
職
員
の
休
日
予
定
を
現
場
事
務
所
の

予
定
表
に
「
見
え
る
化
」
し
、
業
務
効
率
を
ア
ッ
プ
し
て

確
実
に
休
日
を
取
得
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
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ま
す
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業
員
に
は
ま
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給
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給
の
人
も
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日
の
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入
の
減
少
に
つ
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が
り
、
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職
者
が
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要
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に
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建
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現
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休
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の
と
れ
る

魅
力
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職
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に
す
る
に
は
、
現
場
の
休
日
を
増
や
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、

作
業
員
の
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入
を
向
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さ
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く
た
め
に
、
如
何
に
生
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を
向
上
さ
せ
る
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

働
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方
改
革
へ
の
発
注
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の
理
解

│
受
注
者
が
「
働
き
方
改
革
」
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、

発
注
者
の
理
解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
時
間
的
に
余
裕
の
な

い
資
料
や
書
類
作
成
を
指
示
さ
れ
て
は
、
残
業
も
な
く
な

り
ま
せ
ん
。
国
営
事
業
所
の
中
で
は
、
受
注
者
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
配
慮
を
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
か
。

中
澤
所
長　

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
定

期
的
な
会
議
と
適
時
適
切
な
打
合
せ
に
よ
る
情
報
共
有
に

心
が
け
て
い
ま
す
。
所
内
に
お
い
て
は
、
更
に
現
場
技
術

員
を
増
員
し
資
料
や
書
類
の
作
成
や
現
場
確
認
を
行
っ
て

い
ま
す
。
受
注
者
の
皆
さ
ん
へ
は
、
変
更
図
面
の
修
正
な

ど
に
つ
い
て
調
査
設
計
業
務
を
お
願
い
し
、
双
方
の
残
業

が
減
る
よ
う
業
務
の
平
準
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
我
々
国
営
事
業
所
側
に
お
い
て
も
、
残
業
が
多

く
な
り
が
ち
で
「
働
き
方
改
革
」
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
局
か
ら
も
、
双
方
が
残
業
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
事
業
促
進
等
業
務
や
ア
ウ
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ー
シ
ン
グ
の
活
用
を

指
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さ
れ
て
お
り
、
引
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続
き
、
余
裕
の
あ
る
積
算
、
発

注
、
工
期
、
施
工
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

│
是
非
と
も
そ
の
よ
う
な
取
り
組
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を
し
て
頂
い
て
、

発
注
者
・
受
注
者
の
双
方
の
「
働
き
方
改
革
」
が
実
現
で

き
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
本
日
は
、
長
時
間
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　昭和38年奈良県吉野町生まれ。
　昭和60年広島大学工学部を卒業後、同年
大成建設株式会社入社。入社後、東京、千葉、
埼玉、神奈川県の首都圏において、浄水場・
下水処理場・地下駐車場等の地下構造物工事
や宅地造成工事を多く経験した。その後、平
成24年から東北支店の宮城県で東日本大震
災復興のための宅地造成工事に3年間携わる。
　千葉市に家族を残しての単身赴任。趣味は
史跡巡り。中でも城郭と日光東照宮が好きで
赴任先での休日を利用して史跡めぐりをして
いる。
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　昭和34年愛知県名古屋市生まれ。
　昭和57年三重大学農学部を卒業後、農林
水産省に入省。これまでに、農林水産本省の
他、国土庁、北海道開発局、東北、関東、東
海、九州各農政局の事業所、農村工学研究所
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またJICAの長期専門家として、中国・北京、
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大成建設株式会社
旧木山川排水機場建設工事作業所

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

│
是
非
と
も
立
派
な
工
事
に
仕
上
げ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
さ
て
、
最
近
「
働
き
方
改
革
」
が
唱
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
国
営
事
業
所
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

中
澤
所
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「
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き
方
改
革
」
の
一
環
と
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て
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に
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点

の
試
行
を
考
え
て
き
て
い
ま
す
。
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初
に
「
適
切
な
工
期
の
確
保
等
を
踏
ま
え
た
国
庫
債

務
負
担
行
為
の
一
層
の
活
用
」（
H
二
十
七
・
三
・
三
〇
事

務
連
絡
）
と
し
て
、
工
事
の
①
早
期
発
注
、
②
工
期
の
余

裕
等
の
弾
力
化
、
③
国
債
の
活
用
、
④
繰
越
制
度
の
活
用

等
に
よ
り
、
適
切
な
工
期
の
確
保
に
努
め
て
き
て
い
ま
す
。

　

次
に
、「
土
日
完
全
休
工
を
促
進
す
る
モ
デ
ル
工
事
の

試
行
」（
H
二
十
九
・
二
・
二
〇
事
務
連
絡
）
と
し
て
、
土

曜
日
、
日
曜
日
、
祝
・
祭
日
等
を
工
事
期
間
中
の
休
業
日

と
し
て
確
保
し
た
り
一
層
の
適
切
な
工
期
の
設
定
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
番
目
は
、「
女
性
も
働
き
や
す
い
現
場
環
境
の
整
備

を
促
進
す
る
試
行
」（
H
二
十
九
・
三
・
一
四
事
務
連
絡
）

と
し
て
、
男
女
別
ト
イ
レ
、
更
衣
室
の
設
置
や
施
錠
、
消

臭
整
備
な
ど
、
女
性
が
気
遣
い
す
る
こ
と
の
な
い
現
場
環

境
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

T
A
Ⅰ
S
E
Ⅰ　

i 

-

Ⅰ
n
n
o
v
a
t
i
o
n

│
建
設
現
場
は
工
期
と
の
戦
い
で
す
が
、
若
い
担
い
手

を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と
休
日
が
取
れ
る
よ

う
な
職
場
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
現
場
で

の
取
り
組
み
は
い
か
が
で
す
か
。

萬
谷
所
長　

働
き
方
改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
動
き
が
私
た
ち
建
設
業
界
の
中
か
ら
も
出
て
き
て
い

ま
す
。
し
っ
か
り
と
休
日
が
取
れ
る
職
場
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
若
い
担
い
手

が
集
ま
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

当
現
場
は
、
非
出

水
期
の
限
ら
れ
た
期

間
で
河
川
工
事
を
完

了
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
や
新
潟
特

有
の
冬
期
の
天
候
の

不
安
定
さ
も
あ
っ
て

週
休
二
日
制
は
出
来

て
い
ま
せ
ん
が
、
日

曜
日
は
必
ず
休
日
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
休
暇

を
長
め
に
取
っ
た
り
、

工
程
の
節
目
の
土
曜

日
を
休
日
に
し
て
休

日
を
増
や
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
第
一
排
水
樋
門

工
事
の
工
程
に
見
通
し
が
つ
き
ま
し
た
の
で
、
四
月
か
ら

は
月
二
回
の
土
休
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
現
場
を
魅
力
あ
る
職
場
に
す
る
た
め
に
は
、
週
休

二
日
制
と
残
業
時
間
上
限
六
〇
時
間
／
月
と
す
る
働
き
方

改
革
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に

は
生
産
性
の
向
上
が
不
可
欠
で
す
。
当
社
で
は
生
産
性

向
上
と
技
術
革
新
へ
の
取
組
み
を
「
T
A
I
S
E
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